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高齢者福祉施設における効果的な情報伝達システムの検討

～疥癬対応マニュアルの活用状況の分析から～
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目的 高齢者福祉施設での効果的な情報伝達を行うために必要な要因を明確にし，そのための施

設と専門機関の対応の改善を提言することを目的に，保健所から送られた情報媒体による，

施設内での伝達経路や方法とその促進・阻害要因を分析した。

方法 保健所管内で「疥癬対応マニュアル」を配布した高齢者福祉施設を対象に面接および自記

式質問紙調査を行った。

質問紙調査は，管内66施設を対象に郵送法で実施した。対象者は管理者および実務者リー

ダー66人（回収率84.8％）と，実務者831人（回収率53.1％）であった。内容は，◯１疥癬の

対応経験の有無，◯２疥癬予防研修会への参加，◯３「疥癬対応マニュアル」の評価・活用状況，

◯４情報収集手段，◯５情報伝達の現状と意識など，管理者用20項目，実務者用18項目とした。

面接調査は，5 施設の管理者およびリーダーと実務者10人に半構成的に実施した。内容は，

◯１具体的な仕事内容，◯２疥癬の対応策の有無，◯３「疥癬対応マニュアル」送付の周知，◯４マ

ニュアルの活用方法，◯５保険医療関連の情報伝達の流れ，◯６情報伝達に関係する要因の 6 点

で，データから関連する内容をコードとして抽出・カテゴリー化し分析を行った。

結果 質問紙調査の結果から，情報伝達には施設の種別や職種の違いなどで伝達方法に差が見ら

れ，また管理職と実務者でも情報入手方法や期待する役割などで違いがあった。とくに管理

者は情報に優先順位をつけることを重要視していたが，実務者は情報伝達の場作りを期待し

ていた。更に，施設内ではよく情報交換を行っているが，対外的なネットワークを持つ人は

少なかった。

面接調査結果からは，管理者と実務者間で上下に流れる情報伝達システムの存在と，その

基盤として個人の資質が関与していた。また，システムに影響する要因として，◯１関心を高

めるための要因，◯２勤務体制・業務量，◯３施設内外のネットワーク，◯４情報循環を促進する

要因，◯５情報伝達のための予算化，◯６人を介する伝達，◯７施設の種別，が抽出された。

結論 高齢者福祉施設は，◯１関心を高めるための職員教育，◯２組織・職種に応じた情報伝達シス

テムの構築，◯３情報伝達を促進する環境づくり，◯４専門機関との積極的な対応ネットワーク

づくりを，一方保健所などの専門機関は，◯１連携のための継続的なネットワークづくり，◯２

人を介しての双方向の情報伝達，◯３情報への関心を高めるような従事者教育，を行なうこと

が効果的な情報伝達システムのために重要である。
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